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整形外科・内 科
精神科・心療内科

もの忘れ・認知症外来・児童精神

認知症リハビリテーション

各種メンタルケアのご相談

■

神栖本所 福祉活動推進センター

担当：大久保・飯田

電話 ０２９９－９３－０２９４

神栖高校、波崎高校、波崎柳川高校、鹿島高校、麻生高校、鉾田第

一高校、市立銚子高校、銚子商業高校、佐原高校、敬愛大学八日市

場高校 計10校 ※平成30年度は20名が全課程を修了しています。

昨年度のアシストカレッジ
保育園での職場体験

・短い期間ですが、必ず自分の目標としている姿に近づく糧とな

ります。楽しみながら学び、時々現場の厳しさや現実をありの

ままに見て、経験し、ぜひ自分の“モノ”にしてください。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成26年度修了生）

令和元年 月 日(月)～8月9日(金)
※上記期間のうち 日間

神栖市保健･福祉会館、長照寺、市内実習機関等

神栖市在住の高校生もしくは

神栖市内の高校に在学中の生徒

全日程に参加できる方 ■募集定員：20名

無料 ７月１日（月）～12日（金）

(詳細は社協ニュース７月号（7/1発行）でお知らせします)

福祉・医療・保育の専門職を「聴く・見る・実践する」

令和元年度 高校生の進路アシストカレッジを７月から開催します！

■かみす社協ニュースは皆様から寄せられた会費を使用して発行しています

※１日目～2日目には、それぞれお昼に休憩があり

ますので、昼食は各自でご用意ください。　　

子育てサポーター養成研修を開催します
地域で支え合う子育て支援活動・

かみすファミリーサポートセンターは、安心して子育てが

できる環境づくりのため、子育ての手助けをして欲しい人

(利用会員)と、子育てのお手伝いをしたい人(サポーター)が

登録し、地域で支え合う子育て支援活動を行っています。養

成研修修了後、「子育てサポーター」として登録すること

で、サポーターとして活動することができます。子育て支援

にご協力いただける方の参加をお待ちしています。　　　　

★参加費：無料 ★定 員：２０名２ 日 目

3 日 目

★研修プログラム

受講者募集！

※平成30年度までに239名の方が子育てサポータ

ーとして登録し、活動しています。　　　　　

※ファミリーサポート事業は神栖市からの受託事業です。

・アシストカレッジに参加することで、自分の目指す専門職の仕

事を肌で感じることができます。将来について考える良い機会

にしてもらいたいです。　　　　　　　（平成29年度修了生）

【１日目：開講式、講話･交流】　　　

【２日目～５日目：職場体験】　　　　

【６日目：講話、閉講式】　　　　　　

程 表日

進路アシストカレッジは、ソーシャルワーカーや介護職、看護職、保育

者などの仕事に興味・関心がある高校生を対象に、福祉や医療の現場で実際

に体験することで、将来の職業選択や資格取得を目指すきっかけになること

を目的としています。高校卒業後の進路として、福祉・医療・保育関係の大

学や専門学校への進学、就職を考えている仲間と共に将来の仕事について学

び合うことができる機会ですので、ぜひご参加ください。　　　　　　　　

１ 日 目

【主なサポート内容】　　　　　　　　　　　　

★保育園、幼稚園、学校等の帰宅後や休みの時の

お子さんの預かりや送迎

★家族の通院、美容院、買物等の外出時の預かり

【主な預かり場所】　　　　　　　　　　　　　　

★市内各児童館、女性・子どもセンター

★利用者宅やサポーター宅

【利用料金 】　　　　　　　　

★午前7時から午後7時 …………650円/時間

★午前6時から午後7時

及び午後7時から午後10時……750円/時間

大野原児童館での
サポートの様子

★受講対象者：市内在住の２０歳以上で、

子育て経験のある方

※現在活動中の子育てサポーターも参加する

ことができます。

※修了生対象のアンケートを元に作成しました。



神栖法律事務所

神栖法律事務所
茨城県弁護士会所属

弁護士安重 洋介

弁護士宇都宮 諒
〒 神栖市神栖 号

☎
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６月2０日(木)午後７時～午後９時
保健･福祉会館１階 集会室B

参加費：無料

「いつかは聞きたい！」が身近に気軽に聞ける勉強会

「発達障害研修から得られたもの」

開催！６月のわくわくサロン

☆寄付金預託☆ 合計172,414円 たくさんの心あたたまる善意をありがとうございました

☆物品預託☆

三国屋建設㈱(未使用ハガキ) 1,020円

こころ訪問入浴介護サービス

匿名3件

㈲弥生電気設備

更生保護女性会

便利屋らくだ

三菱ケミカル㈱茨城事業所

ダイヤリックス㈱鹿島支社

鹿島石油㈱鹿島製油所

㈲弥生電気設備

岩井勝

鹿島サンケン㈱

太田新町シニアクラブ

更生保護女性会

匿名1件

德増康弘

全農サイロ㈱鹿島支店

東町日の出会

德増康弘

関川清昭

ベルの会

大勝建設㈱

小若建設㈱

㈱鹿島建設

匿名6件

関川清昭

常陽ボランティア倶楽部（タオル817枚）

エヌエスグループ

チャリティゴルフコンペ
74,500円

神栖町写真クラブ 28,354円

NPO法人入れ歯リサイクル協会 7,652円

匿名(未使用ハガキ) 4,370円

匿名2件

三国屋建設㈱更生保護女性会

栗橋きみよ

長谷川泰之

田中通子（毛糸多数）

匿名2件（布多数、紙オムツ1袋）

4月3日(水)、エヌエスグループチャリ

ティゴルフコンペ様より、74,500円

の寄付をいただきました。　　　　　

エヌエスグループ会長根本様(写真左)

へ、社協石田会長(写真右)から善意の

証が贈られました。　　　　　　　　

末松正好

横浜紘介波崎スイミングクラブ会員

㈲弥生電気設備

大久保愛子 長谷川泰之三国屋建設㈱

関川清昭小若建設㈱ 10,000円

水野眞喜子 10,000円

シルリハ指導士会
平成27･28年度役員会 21,840円

波崎高校 4円

匿名 6,520円

長谷川泰之(未使用ハガキ) 5,100円

便利屋らくだ(未使用ハガキ･切手) 3,054円

BS東日本テック㈱運輸室出荷センター

済生会訪問看護ステーションかみす

波崎スイミングクラブ会員

昭和アステック㈱鹿島営業所

栗橋きみよ

エステサロンBiante

県営住宅自治会

小若建設㈱

㈱エヌエスサービス

神栖市社協に寄せられたタオルは、市内の障害者施設に払い出されます。タオ

ルは施設内で雑巾などに加工され、販売されます。売上金の中から利用者の工賃

が支払われています。

～　お寄せいただいたタオルの使われ方　～

写真は、多機能型事業所ハミングハウスでの縫製作業の様子→

5月13日、20日の２日間にわたり、茨城県社会福祉協議会が開催した「2019年度

発達障害研修（保育士、幼稚園教諭、小学校教諭等の支援者向け）」を受講した神栖

市社協職員が、研修で得た発達障害に関する情報や支援のポイント、保護者との関わ

り方などを報告しながら、発達障害がある子の感覚世界を疑似体験できる道具の紹介

もさせていただきます。また、支援に関わる保育士や幼稚園教諭等、支援者のみなさ

んと現状の課題や支援方法などを整理しながら、情報を共有していきたいと思います。　　　　　　　　　　

発達障害児の支援体制は、現在も充実が望まれている状況にあります。直接対象児に関わる支援者の方々が

その対応や療育に奔走しているという実態は、いまだ多くあるようです。神栖市社協では、平成17年度から発

達障害療育者研修やスキルアップ講座を開催してきました。今年度は第９期発達障害療育者研修を予定してい

ます。それに先がけ、今回の勉強会で発達障害児の支援について一緒に考え、より良い支援体制や支援者間の

ネットワークをつくっていきましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

未就学児を支援している方、発達障害について興味・関心のある方の参加をお待ちしております。　　　　

『高次脳機能障害を考える会』

日 時：6月26日（水）午前10時30分～正午

場 所：神栖市保健・福祉会館 問合先：社協神栖本所 担当：名雪 TEL 0299-93-0294

開催日時

参 加 費

会 場

参加人数

代 表

毎月第４水曜日

10時30分～正午

６名前後

石井安雄さん

なし

保健･福祉会館内

平成17年７月設 立 日

当事者グループとは、同じ悩みや生活課題などを抱える人や、その家

族同士の集いです。思いを共有できる人たちが日頃の不安や悩みを話す

ことで孤立感解消や安心感につながり、気持ちにゆとりが生まれます。

このシリーズは市内の当事者グループを紹介していきます。　　　　

当事者グループに
おじゃましました

“高次脳機能障害を考える会”は、当事者家族を中心に、本人との接し方や就労、リハビリなどについて意

見や情報を交換し合い、障害への理解や関わり方のヒントを発見できる場です。高次脳機能障害は、脳出血・

脳梗塞などの病気や、交通事故などによる脳の損傷が原因の、言語や記憶、注意、情緒などの認知機能の障害

です。この障害は、退院して実際の生活や社会に戻って初めてわかることも多く、“見えない障害”などとも

言われます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

昨年度から、同会に茨城県高次脳機能障害支援センターの相談員が参加し、　　　　　　　　　　　　　　

専門の相談機関からアドバイスを受けられるようになりました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　｢この障害は早期に専門機関でリハビリを始めることが大切です。参加者そ

れぞれに違う課題を抱えていて、他の参加者の話を聞くだけでも参考になるこ

とも多いですし、この会も身近な相談場所のひとつです。気軽にお問い合わせ

ください。｣と、代表の石井さんは話してくれました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

直近の
開催情報


